
秋田新幹線改良実現のために
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秋田新幹線仙岩トンネル整備促進大会
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秋田新幹線新  仙岩トンネル 山形新幹線  米沢トンネル

延長 15km 23km

概算工事費 1000億円 2300億円

工期 15年 19年

JRとの覚書 2021年5月 2022年10月

共同地質調査 2021-2023 2021-2024

基金設定 ー 2023年2月

有識者委員会 ー（秋田県とJRのPT） 2025年10月

山形新幹線 米沢トンネル事業との比較

山形新幹線：運休・遅延本数が多い  →  山形プロジェクトの方が先行
秋田新幹線：運休・遅延本数は少ないが、盛岡・東京間への影響は大きい
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全国では成長可能 どの地域単位なら
小集落では困難     ・地域格差の拡大は防げるか？

    ・生活サービスは維持できるか？

圏域構造の改変
・ 国際競争力、地域格差の縮小→ 広域地方圏間・広域公共交通と国際交通
・ 生活サービスの維持・向上 → 広域生活圏内公共交通

圏域構造の改変は 文明や経済発展の王道
シルクロード、楽市楽座、高速交通網、 etc.

地域資源の活用：農水産の6次産業化
 : 大都市市場とアジア市場への展開：新たな一村一品運動

成功事例：あきたこまち、日本酒、新幹線物流や秋田国際大学
観光戦略の再構成：インバウンド観光は地域創生の柱

人口減少下での成長戦略

地域間公共交通の重要性の再認識を！
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幹線鉄道の意義

➢ 新幹線
・国土の一体化、リニア中央新幹線の広域的影響
・貨物輸送により地域資源の市場開拓

➢ 在来JR幹線

・JR貨物路線
・空港アクセス路線
・その他の路線

➢ 地方路線

・利用の大半は地域の生活交通（都市交通）
・都市間交通：地域の一体化・圏域の広域化の必要性

秋田圏域外との交流圏形成
全国的市場形成

• 人口減少期の秋田県、県内各地域の
生活サービス、産業の在り方にとっての鉄道の意義の再考を！

• 鉄道の持続可能性は何時まで？、持続策は？、バス転換の許容性は？
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年間交通量(千人/年) 1日平均交通量(人/日)
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首都圏との交通：秋田県発着と山形県発着の比較
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2891

1694

7921

4641

秋田県発着交通量は1日4641人で、仙台発着交通量の約 60 % 



秋田県ー首都圏 山形県ー首都圏
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首都圏との交通：秋田県発着と山形県発着の比較
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【盛岡～秋田間】自然起因等による輸送障害日数

赤渕～田沢湖間 その他区間 割合

平均28％

秋田新幹線・山形新幹線の運休・遅延日数と対象トンネル区間の比率
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【福島～新庄間】自然起因等による輸送障害日数

庭坂～米沢間 その他区間 割合

平均63％

盛岡～秋田間 自然起因等による輸送障害日数 福島～新庄間 自然起因等による輸送障害日数

秋田新幹線 山形新幹線

赤渕～田沢湖間 47   (35%) 庭坂～米沢間 149   (62%)

その他区間 86   (65%) その他区間 93   (38%)

合計 133 (100%) 合計 242 (100%)

秋田新幹線の方が運休・遅延本数日数は少なく、対象トンネル区間の比率も低い
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【福島～新庄間】自然起因等による輸送障

障害本数

運休（庭坂～米沢） 遅延（庭坂～米沢）
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庭坂～米沢間の割合

平均44％
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【盛岡～秋田間】自然起因等による輸送

障害本数

運休（赤渕～田沢湖） 遅延（赤渕～田沢湖）

運休（その他区間） 遅延（その他区間）

田沢湖～赤渕間の割合

平均40％

秋田新幹線・山形新幹線の運休・遅延列車本数と対象トンネル区間の比率

秋田新幹線 山形新幹線

赤渕～秋田間 709   (56%) 庭坂～米沢間 1272   (36%)

その他区間 555   (44%) その他区間 2252   (64%)

合計 1264 (100%) 合計 3524  (100%)

運行本数
 秋田新幹線 １６往復/日
 山形新幹線 １５往復/日

秋田新幹線の方が運休・遅延本数は少ないが、対象トンネル区間の比率は高い
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出典：秋田新幹線の利用等に関するアンケート調査 秋田県交通政策課

利便性への期待度

新仙岩トンネル構想に対する県民の期待をどう高めるか

県民の支持を高める方策は？

岩手県民より期待度が低い理由は？

①  東京方面への鉄道と航空の利用率の差？

②  両県間の移動量の差？

③  開発プロジェクトへの関心・支持の差？
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岩手県 699名秋田県 967名

非常に
そう思う

ある程度そう思うある程度そう思う

非常に
そう思う

何方とも
言えない

何方とも
言えない



鉄道プロジェクトの財源制度

➢国の鉄道予算は新幹線が大半で、在来線、都市鉄道予算は激減

➢東京・大阪の都市鉄道プロジェクトは着手後に分割補助

➢地域公共交通リデザイン懇談会

・ 地域公共交通に対する制度改革と予算が確保

・在来幹線鉄道も対象となった ex. 山形新幹線のトンネル

➢山形新幹線 福島・米沢間トンネル・・・都市間鉄道の利便増進法？

➢仙岩トンネル事業費 約1000億に対し、北陸新幹線延伸工事費は桁違い

➢国の鉄道予算の拡充が必要・・・政治的判断

S.MORICHI

北陸新幹線延伸
小浜・京都ルート 5.5~5.8 兆円
米原ルート 1.7~2.7 兆円
湖西ルート 6.7~7.4 兆円
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＊ 秋田県に全額償還、車両はJR東に売却、最終的に県負担は工事費98億円及び利払い費

仙岩トンネル 概算工事費 1000億円  ： 秋田新幹線整備費に相当



秋田新幹線の財源の詳細

工事費 598億円 : 補助対象額は490億円(82%)で国及び秋田県、岩手県の無利子貸付
108億円(18%)は鉄道公団が公団債等で調達

車両費 310億円（新幹線車両 240億円、 在来線車両 70億円はJRが負担）
車両保有会社を設立： 240億円を秋田県115.25億円出資

   市中銀行借り入れ124.75億円
       JR 0.5億円出資分は管理費に充当

車両をJRに売却時に県は出資分と剰余金2000万円合計115.45億円を受け取り

整備新幹線の財源構成
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地域公共交通のリデザイン 平成7年度補正・平成8年度予算
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埼玉高速鉄道延伸 1440億円
工期 14年

さいたま市 基金積み立て

埼玉県 今年度予算

国           1/3
県・市 1/3
鉄道機構 1/3
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国の予算前に自治体予算確保の事例
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秋田新幹線プロジェクト実現のために

１．県民の合意形成のための努力
・人口減少時代の地域の将来像の理解
・地域間鉄道の意義への理解

２．県の意思決定と努力

・県の将来構想と本プロジェクトの位置づけ
・財源措置

３．全国の自治体との協同と、国会での議論

・地域公共交通に対する国の予算確保の働きかけ
・新幹線、在来線の整備優先順序の議論
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秋田新幹線の改良
・仙岩トンネル
・奥羽本線の速度向上と踏切対策



ご清聴ありがとうございました
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